
皆さんの多くは、こんな警告文を初めて目にすると思います。でも、本館３階の男子トイレに掲示し

ているので、見たことがある生徒もいるはずです。 

文面のとおり、この日２階から６階の全フロアーにタバコのにおいが漂いました。皆さんのほとんどは、

「一生、タバコは吸わない」つもりですし、半分以上は「タバコを吸うのは、かっこ悪い」と思っているの

に、トイレで隠れてでもタバコを吸わなければならない生徒がいる事は残念かつ悲しい現実です。 

 

一旦ニコチン依存症になると、簡単に禁煙できないことは、繰り返し伝えてきました。だからこの生徒

達もニコチン切れを我慢できずに、どこかでタバコを吸わなければ生活できなくなっているのでしょう。

この警告は１学期に掲示したものですが、２学期に入っても喫煙はなくなるどころか頻度が増えている

ようです。 

高校生の今からタバコがなければ生活できない人生を歩み続けるのは、とてもかわいそうです。そし

て人目を避けてコソコソと隠れて吸い続ける姿も、とてもかわいそうです。 

なんとか、今のうちに禁煙させてあげたいと強く感じています。禁煙できれば本人の人生には大きな

プラスになるはず、それに全校生徒にとっても快適な学校生活が実現できるはずです。 
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